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【KOD -Plus- Mutagenesis Kit トラブルシュｰティング】 

トラブル 考えられる原因 コメント 

コロニーが得られ

ない、少ない。 

Inverse PCRがうま

くいっていない。 

予備実験を行い、目的とする断片が特異的に

増幅されるよう、PCR条件、プライマーのデザ

インを再検討してください。あるいは、アガロー

スゲル電気泳動を行い、目的のバンドの切り

出しを行ってください。 

目的とする断片の増

幅量が少ない 

Inverse PCRのサイクル数を増やしてくださ

い。 

コンピテントセルの

形質転換効率が低

い。 

108 cfu/μg-pBR322以上の形質転換効率を持

ったコンピテントセルをご使用ください。 

コロニーがプレー

ト一面に出る。 

（予想よりコロニ

ー数が多い。） 

鋳型Plasmidがメチ

ル化されていない。 

In vitroにてdam methylase処理を行うか、ある

いは、damプラス株にて鋳型Plasmidを調製し

直してください。（詳細は[4](1)をご参照ください。） 

寒天培地プレートの

抗生物質量が不足し

ている 

適切な抗生物質を含む寒天培地プレートを再

調製してください（アンピシリンを含むプレート

は4℃で約1ヶ月保存できます）。 

目的の変異体が

得られない。 

（短いサイズの

Plasmidしか取得

できない。） 

Inverse PCRがうま

くいっていない。（ミス

プライミングにより短

い PCR断片が生じ

ている） 

予備実験を行い、目的とする断片が特異的に

増幅されるよう、PCR条件、プライマーのデザ

インを再検討してください。あるいは、アガロー

スゲル電気泳動を行い、目的のバンドの切り

出しを行ってください。 

目的の変異体が

得られない。 

（変異の入ってい

ないPlasmidしか

とれない。） 

Inverse PCRがうま

くいっていない。 

予備実験を行い、目的とする断片が特異的に

増幅されるよう、PCR条件、プライマーのデザ

インを再検討してください。あるいは、アガロー

スゲル電気泳動を行い、目的のバンドの切り

出しを行ってください。 

鋳型Plasmidがメチ

ル化されていない。 

In vitroにてdam methylase処理を行うか、ある

いは、damプラス株にて鋳型Plasmidを調製し

直してください。（詳細は[4](1)をご参照ください。） 

コントロール反応

において、ほとん

どの、あるいは全

部のコロニーが

白コロニーにな

る。 

IPTG、 X-galが低

濃度で青/白コロニー

の判定ができていな

い。 

LB/アンピシリン（カナマイシン）/IPTG/X-galプ

レートの性能をご確認ください。また、アンピシ

リン（カナマイシン）、IPTG、X-galの使用濃度

を確認してください。 

青白判定ができない

大腸菌を使用してい

る。 

DH5α、JM109などの青白判定が可能なコン

ピテントセルを使用ください。 

＜製品の内容・技術に関するお問合せ＞
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